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日高市市民参加推進会議録 

 

日時 令和５年10月19日（木） 午後２時00分～午後４時30分 

場所 日高市役所５階 501 会議室 

公開・非公開 公開 

出席者 

庭田文近会長、黒木美來副会長、佐々木良亨委員、 

新堀祐蔵委員、坂巻景子委員、樋口麻子委員、 

荒井美穂委員、瀧澤恵利子委員 

欠席者 なし 

説明員 

保健相談センター保健相談担当主幹 小嶋弘恵 

財政課施設管理担当主幹 清水寿 

危機管理課交通安全・防犯担当主幹 石井弘和 

子育て応援課子育て応援担当主幹 加藤恵造 

保険年金課国民健康保険担当主幹 小島敏彦 

都市計画課計画推進・企業誘致・住宅政策担当主幹 房野秀樹 

市街地整備課新市街地整備担当主幹 安齊 聡 

市政情報課ＤＸ推進担当主幹 新堀里夏 

事務局職員 

総務部長 相磯剛啓 

総務課長 髙山知子 

総務課人権推進・市民活動担当主幹 志田泰彦 

総務課人権推進・市民活動担当主事 小堺洋輔 

傍聴者 なし 

議題 

１．会長及び副会長の選任について 

２．令和５年度市民参加手続の実施予定・状況について 

３．市民参加手続ガイドラインについて 

４．その他 

会議資料 

１．令和５年度第１回市民参加推進会議次第 

２．日高市市民参加推進会議委員名簿  

３．令和５年度第１回市民参加推進会議審議案件一覧 

４．令和５年度第１回市民参加手続実施予定シート 

５．市民参加手続ガイドラインについて 
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 会 議 の 経 過 

 

 

 

 

 

仮議長 

 

 

 

 

 

保健相談センター 

会長 

委員 

 

保健相談センター 

 

 

 

委員 

保健相談センター 

委員 

保健相談センター 

 

 

財政課 

会長 

委員 

 

 

 

財政課 

 

 

 

 

委員 

 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長あいさつ 

  委員、事務局自己紹介 

４ 議題 

（１） 会長及び副会長の選任について 

会長を庭田文近委員、副会長を黒木美來委員、それぞれ委員の

同意を得る。 

 

（２）令和５年度市民参加手続の実施予定について 

①日高市自殺対策計画（第２次）について 

＝保健相談センター説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 自殺を考えている本人の声を取り入れるのは難しいのでは。そうい

う方に気づいた方がアンケートに回答するという理解でよいか。 

 直接的な声はなかなか聴けない。今回計画を担当している者の中に

心の健康相談を担当している精神保健福祉士がいるため、これまで

に聴いた声を計画に加味する形で対応する。その他、市民コメント

でもしコメントが出れば対応する。 

 市民コメントの周知方法で行政情報コーナーは利用しないのか。 

 行政情報コーナーについても活用していく。 

 周知方法で行政情報コーナー選択しなかった理由は何かあるのか。 

 健康増進計画と同じタイミング、同じ方法で出そうと考えていた。 

 

②日高市学校跡地活用基本計画について 

＝財政課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 高麗地区に住んでいる方に武蔵台中学校の跡地の利活用について

アンケート調査をしたようだが、できればその学区に住んでいる方

々に比重をおいてアンケート配布した方が集まりやすいのではな

いか。 

 アンケート配布の配分は、高麗、高麗川、高根、高萩、武蔵台、高

萩北に均等に配布している。回収率は、38.4％である。他の自治体

で行っている同様のアンケート調査では地域を絞って行ったが、30

％前後の回収率となっている。この結果を見ると日高市の市民は学

校跡地活用に興味を持っていただいている。 

 10月22日（日）懇談会（市民会議）は、どのくらいの参加者を見込

んでいるか。 
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財政課 

 

委員 

 

 

財政課 

委員 

財政課 

 

 

会長 

 

 

財政課 

委員 

 

財政課 

 

 

危機管理課 

会長 

委員 

 

危機管理課 

 

 

委員 

 

危機管理課 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

子育て応援課 

会長 

委員 

 

 30名程度の募集の中、37名の応募があり、全員参加していただく予

定である。 

 懇談会（市民会議）について、日曜日だから参加できる市民の方と

平日だから参加できる方がいる。開催日は、そのあたりを配慮して

いただけると色々な意見を聴けるのではないかと思う。 

 次回以降参考にさせていただく。 

 懇談会（市民会議）が１回というのは少ないのではないか。 

 先ずは基本計画を作成する予定であるが、その後は学校ごとの個別

の計画を作成する予定である。その際は各学校区で複数回会議を開

いて具体的な活用の方向性を考えていく予定である。 

 行政経営審議会は、跡地活用のためだけに開催されるわけではなく

、一つの議案として学校跡地活用基本計画を話し合うという理解で

よいか。 

 そのとおりである。 

 市民参加条例13条で市民会議の周知を定めているが、会議開催の周

知か、それとも会議結果の周知を行うのか。 

 両方行う予定である。 

 

③地域公共交通活性化推進事業について 

＝危機管理課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 利用者と潜在的な利用者の意見を反映させる方法は検討している

か。 

 アンケート調査は年代別、地域別で市内バランスよく声を聴けるよ

う実施する予定。また、国際興業、イーグルバスに乗り込み、乗降

調査を行う予定である。 

 日高市地域公共交通協議会が開催された後、内容が公開される。そ

の後、市民コメントを募集していくという理解でよいか。 

 協議会で審議されることについては公開する。市民コメントは、今

年度は実施しないが、来年度計画の素案を作成するため、そのタイ

ミングで市民コメントを実施する。 

 令和５年度に実施することとしては、アンケートと審議会のみとい

う理解でよいか。 

 そのとおりである。 

 

③（仮称）日高市こども計画について 

＝子育て応援課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 こどもの意見というのは具体的に何歳くらいのこどもを考えてい

るか。個人的な意見であるが、子育てで一番大変なのは小学校に入
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子育て応援課 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

子育て応援課 

 

委員 

 

子育て応援課 

委員 

 

子育て応援課 

会長 

 

 

 

子育て応援課 

 

 

 

 

 

保険年金課 

会長 

委員 

 

保険年金課 

委員 

保険年金課 

るまでであった。その時期のことを聞けるのは小学校入った後の家

庭になってくるのではないかと思う。また、話ができる年代もわか

れてくるので、何歳くらいのこどもを対象に考えているか教えてほ

しい。 

 具体的に決まっていない。今いただいたご意見を参考に考えていき

たい。 

 アンケートの回答は電子申請が可能か。 

 前回までは郵送であったが、電子申請など簡易的な回答方法ででき

ないかを検討している。ただ、郵送、電子申請の両方で回答するリ

スクも考えられるためアンケート委託業者と調整しながら検討し

ていきたい。 

 電子申請など簡易的な方法の方が回答しやすいため是非検討して

ほしい。 

 市民コメントの周知で、子育て総合支援センターを使う予定はない

のか。 

 広く当事者の方からご意見をいただきたいため、そのようなご意見

をいただける所で周知していきたい。 

 計画（冊子）が厚くなってしまわないか。ボリュームが多いと読ま

れない懸念もある。 

 ボリュームは現在あるものからそこまで増えない予定である。 

 こども計画には、これからこどもをつくりたいという方や地域でこ

どもを支えていくという方はこの計画に含まれているか。 

 一部そのような方も含まれてくると考えている。 

 アンケートの方は18歳未満のこどもを持つ世帯を対象としており、

市民コメントは市民全体を対象にしている。その意味では、これか

らこどもをつくりたいという方や、地域でこどもを支えていくとい

う方も含んで調査していくという理解でよいか。 

 こども家庭庁からこども大綱がまだ出ておらず、それが公表された

後、内容を確認し、これからこどもをつくりたいという方や地域で

こどもを支えていくという方を含めるか検討していく。 

 

④第３期日高市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）

及び第４期日高市国民健康保険特定健康審査等実施計画について 

＝保険年金課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 国保運営協議会の１号委員（被保険者を代表する者）は５名でよい

か。 

 そのとおりである。 

 公募の委員が０名であるが、何か理由はあるのか。 

 はっきりとしたことは把握しきれていない。 
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委員 

 

 

 

 

都市計画課 

会長 

委員 

 

 

都市計画課 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

都市計画課 

 

 

 

会長 

 

都市計画課 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

都市計画課 

委員 

都市計画課 

 昨年、国保運営協議会に参加していたが、専門性の高い内容である

。できれば、公募を実施し、関心のある方を集めた方が良い議論が

できると思う。 

 

⑤日高市都市計画マスタープラン（改定）について 

＝都市計画課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 日高市都市計画審議会の構成委員がかなり特殊である。市民という

よりも知識のある方という印象を受けるが、専門性が高い為このよ

うな構成となっているか。 

 都市計画審議会は、都市計画法で決められている内容も多くある。

埼玉県の都市計画審議会は、法律で設置義務があるが、市町村につ

いては努力規定で、設置する場合、構成について指針が出ている。

その中で、都市計画の特殊性、専門性の観点から、埼玉県の都市計

画審議会と同様に、学識経験者及び議員等で構成している。 

 アンケートについては、まちづくりに対する市民の意思を把握する

という趣旨であると理解している。まちづくり市民アンケートも同

様の性質を持っていると理解している。このようなアンケートは統

合することで行政コストを下げられると思う。 

 アンケートは他の計画のアンケートと内容が重複する部分がある

と思うため、同時に実施することは問題ないが、実施するタイミン

グを合わせるような状況を日高市として生み出さなければ成立し

ないのではと感じている。 

 例えば、総合計画と都市計画マスタープランは、アンケートを統合

しても悪くはないのかと感じる。 

 総合計画のアンケートでは都市計画に関する事項を載せないとい

うのも一つの方法である。どのような方法が良いかというのは市町

村によって様々であり、土地利用に関しては都市計画マスタープラ

ンで決めるという形をとっている自治体もある。日高市のように別

々に計画を定めていれば、アンケートを２回行っている自治体もあ

る。 

 市民参加という観点からは、アンケートが２回から１回に減ると市

民の声を聴ける機会が減ることになるが、納税者の観点からは行政

コストが減るということに関心がある方もいるため、今後検討され

た方が良いのかと思う。 

 市民コメントを出すにも、都市計画の内容が複雑であるがゆえに難

しいと思うが、それに対して努力していることはあるか。 

 特に際立った対策はしていない。 

 問い合わせの窓口は公開しているか。 

 公開している。質問等があれば対応させいただいており、窓口に関
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市政情報課 

する情報も公開している。 

 市民コメントを集める際は、都市計画マスタープランを要約版とし

て公開しているか。 

 素案は公開しているが、厚い冊子となる。 

 たとえば一枚紙に要点を絞って公開するということはないか。 

 それは検討していないが、改定箇所を絞った概要を作成することは

可能である。 

 市民の方も関心がある分野であるため、工夫が必要かと思う。 

 

⑥高萩北部土地区画整備事業について 

＝市街地整備課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 市民集会で特に意見がなかったと報告があった。工業系市街地なの

で騒音、粉塵も発生すると思うが懸念する声はなかったか。 

 地区計画で具体的な内容は定めておりますので、当日そのような意

見はなかった。 

 市民集会の参加者が８人であるが、８人の意見だけで大丈夫なのか

。 

 対象となった方は何人くらいか。 

 3,000人以上いたかと思う。 

 3,000人以上に呼びかけ参加が８人であったのか。 

 そのとおりである。 

 

⑦日高市ＤＸ推進計画について 

＝市政情報課説明＝ 

 質疑等があれば発言願いたい。 

 市民インタビューは新しくて良いと思ったが、どのような年齢層を

対象にインタビューを実施するのか。 

 年齢層としては幅広く聴いていきたい。市の中にも保健相談センタ

ー、総合福祉センター、図書館と様々な施設がある。それぞれ施設

を利用する方の年齢層が異なると思う。その為、様々な施設でイン

タビューを行う予定である。 

 市民の方はＤＸと聞いてもなかなか内容を理解できないと思うが、

その際は最初から説明していくのか。 

 生活の困りごとをＤＸで解決できるものはないかというのが趣旨

である。インタビューシートを作成し、回答しやすい質問でインタ

ビューを実施していく。 

 市民インタビューはすごく良いため、是非様々な場面で活用いただ

きたい。 

 はじめての試みのため、マニュアルなどを作成して職員に共有して
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いきたいと思う。 

 期間はどのくらいを考えているか。 

 施設によって異なると思う。１日から複数日と考えている。 

 施設によっては利用者がいる日といない日に差があるため、そのあ

たりを考慮して進めた方が良い。 

 事前にどのような内容を聞くというのがわかっていると答えやす

い方もいるため、事前にアナウンスできるところはしていった方が

良いかと思う。 

 今後、検討していきたい。 

 インタビューで答えられなかったところも出てくると思う。別途、

市民コメントを募集すれば補完し合えるのではないかと思う。 

 公共施設を何施設回る予定なのか、どの施設を回るのか。 

 公民館、図書館、総合福祉センター、市役所１階ロビー等を検討し

ている。 

 インタビューはどのような方式か。 

 その場で、こちらからインタビューを申し込む形で進めていく。 

 インタビューのやり方は、質問シートに記載してもらう形で実施す

るという理解でよいか。 

 インタビューシートに従いインタビュアーが聴き取っていく予定。 

 回答した内容は、回答者に内容を確認いただく予定か。 

 インタビューシートを見せ、確認いただきながら進めていく予定で

ある。また、インタビューに回答しやすい雰囲気づくりにも配慮し

進めていきたいと思う。 

 

５ 市民参加手続ガイドライン（仮名） 

＝市民参加手続ガイドラインの策定の目的、前回会議までの経緯、現

在の状況を事務局から説明＝ 

 

６ その他 

なし 

 

７ 閉会 

・以上で令和５年度第１回日高市市民参加推進会議を閉会とする。 

 

会議終了。 

（閉会）  


